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序　　論
　糖尿病は膵臓障凝に剋因する；新陳代謝異常によ
って起って來る病患であると考えられているから，
他の内分泌臓器，即ち拶下垂休，甲歌腺，副腎，
畢丸，卵巣等の機能の高低が直接或いは闇接1に影
響を及ぼし，これが2次的に創傷治癒の逞速．を左
右する要因となりうる事が’考えられる。
　1・臓下垂体前葉ホルモン：Turnera4）によれ
ば，Crude　pituitary　extractsを績けて注射すると
糖尿病1伏態になると言われている詳またMervyn
Griffiths35）は，臓下垂体前漿エキスの注射がAII－
oxan高．rfn．urを糟弧する働きをもってV・ると述べ
ており，Houssay3（s）は反対に隅下垂体の摘出によ
って膵性糖尿病を輕快しうるものである事を述べ
ている。
　2・甲升／」腺ホルモン：Altha　usen37）によれば，甲
二四機能二進乃至甲1伏腺ホルモンの乱心では糖構
取後の吸牧が速く，消費力：抑制せらμる爲に高血
塘の山が高く．目．つ．長く績くと述べてV・る。また
H・ussay3s）は，甲脚腺エキスの注射によ賠区分的
膵臓摘出の犬において糖尿病の発症を認めており，
叩点訳機能充進はAlloxanの発病作用に対する感
受性を嚇し，甲欺腺摘出がこれを減少させるとも
蓮；べてV・る。Thiouracil及びAlloxanの発見によ
り甲欺腺及びランゲルがンス島の研究は急速に促
進され，Carlos　Martinez39）は，この経口投與によ
りAlloxanえの感受性を：減退せしめ，甲IV〈腺摘出
と同様の効果をもたらす事を報告してV・る。また
これは蓮織謝によってAII。x、nに対する抵搬k
34）　Turner：　Endoerinology，　471　（1949）．
一x’ qasselによれば，副腎皮質ホルモンの注射は白鼠では
　　ランゲルハンス島の肥大を來して，抵抗性を示すとい
　　われている。
35）　Grithths，　M．：　Nature，　160，　758－9　（1947）．
36）　Wollman，　S．　H．　＆　Scow，　R．　O．　：　Endoerinology，　49，
　　105　（1951）．
37）　Althausen：　」．　Clin．　lnvest．　16，　658　（1937）．
38）　a）　Houssay：　Rev．　Argent．　Biol．，　20，　179－98　（1944）．
　　b）　Houssay，　B．　A．　＆　Sara　J．　G．：　Rev．　Soe．　Argen．
　　BioL，　21．　81－5　（1945）．
39）　Martinez，　C．：　Rev．　Soe．　Arg．　Biol．　22i　135－46　（1946）．
23Q
40）　Houssay，　B．　A．　＆　Martinez，　C．　：　Rev．　Soc．　Arg．　Biol．
　　24，　63－72　（1948）；　Compt．　rend．　Soc．　Bigl．，　142，　1167－
　　9　（1949．　）．
st－ shyrGsin，　Diethylstilboestrolは，始めは糖尿病を増
　　悪させるが連続投與によつて糖尿病を軽快せしめるも
　　のであるとも言われている。
41）　Grollman，　A．　：　Am．　J．　Physiol．，　122，　460－73　（1938）．
4‘］）　Laszt，　L．：　Helve．　physiol．　Aeta，　4，　c49－50　（1946）；
　　1」01 g，　Katzin＆Try（1940）の白鼠についての実1瞼結1
　　果もほぼ同様のものである。
43）　Houssay，　B．　A．　：　Brit．　Med．　J．，　（4730），　505－10　（1951），
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を培加せしめ，臓器中のSH含：量を増：加して軽度
、の糖尿病に対して治療的効果を示すとも言われて
いるzo）＊
　3．副腎皮質ホルモン：Grollman41）は）．膵臓摘
出による糠尿病動物の副腎を除去する事によって
糖尿の軽減する事を報告してV・る。またし　Laszt42）
もAIIoxa11糠尿病の白鼠について概ね同様の事を
経験し，唯1回の副腎皮質ホルモン注射によって
再び糖尿病症歌が発現した事を報告してV・る。
　4．性ホルモン431：Alloxan注射による糖尿病
罹患率は雌雄性別には無関係の様に言われている
（Rodrignez，1950）が，少なくとも卵切ホルモンは
抑制的に，畢メLホルモンは誘発的に：働きかける楳
である。（Foglia，　Schuster　and　Rodriguez（1947））去
勢した動物或V・は対照動物で95％の膵臓摘出を
行ったものに毎日6箇月間Oestradiolを注射する
と糖尿病の発症を著明に減少せしめうると言われ，
また早期にOeStrogen処至ll！を行った膵摘白鼠にお
いては先づ糖尿病の増悪があり，後に抑制が見ら
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れると言われている。Oestrogenの発病防止機1螺は
これがLangerhans島の増あr〔を來す爲であると考
えられてV・る。（Lewis，　Foglia，　and　Rodriguez（ユ949
－50））
　　　　　　　　実　　　　験
　第1篇実瞼の項で蓮べた如く，1組5匹として第1表の
如き「ア」動物標準食で飼育し，脳下垂体前葉ホルモン注
射，Thiouracil注射，副腎摘出等の動物についてその創傷
治癒経過を比較観明した。
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動物標準食を投興し，毎日150輩位の脳下垂体前葉ホルモ
ンを皮下注射した。窒素ZF衡，尿中糖の排泄，蛋白質撮取
量，体重の変化，水分代謝を図示すると第19，20図の如く
である。ホルモン注射開始後，漸次食思不振となり衰弱が
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共に実験終了まで再び継続したが，窒素亭衡は一進一退し
つつ漸吹員の状態が強度となった。尿中糖の排泄は概ね有
意の変化は見られなかった。蛋白質撮取量は軽度の減少を
示したが体重は術前に比して5％程度の減少を示したに過
ぎなかった。水分代謝の変動もまた軽度であった。
　，．Thiouracil泣射実験の成績：Al正oxan動物標準食を
投興し，休重1kg当り100　mgのThiouraci1注射を継続
した。窒素ZF衡，尿中糖排泄の状況，蛋自質虫取量，体：重
の変化，水分代謝を図示すると第21，22図の如くである。
窒素平衡は実験終期に至るまで負の｝1犬態から恢復の徴を示
さず，体重もこれに」11〔行して5乃至工0％の減少を示した。
蛋白顕撮取量には著明な変動は見られなかった。尿中糖の
排泄はNo．37動物において著明な減少が見られた。水分
代謝はまたNo．37動物において、実験中期（受傷後）に
減退を示したが約1週岡で術前に復帰した。
　3．副腎摘出実瞼の成績：Alloxan動物標準食を投與
し，AIIoxan注射後の全身状韓’女湯後両側副腎を同時に摘
出した。窒素ZF衡，尿中糖の排泄状況，蛋白質概取量，体
重の変化，水分代謝を図示すると第23，24図の如くであ
る。Alloxan注射，副腎摘出，受傷後に窒素ZF衡は一時員
の状態を示したが他の実瞼の場合と比べて恢復は遙かに早
く受傷後5日目には殆ど術前値を凌駕して順調に経過し
た。尿中糖の排泄もHと共に著明な減少を示した。蛋白質
霜取：量も術後の反磨と思われる以夕トの変動は見られなかっ
た。体重は施術と無関係にHを氾って増加し，実瞼終期に
は術前に比べその10乃至20％の増：量を見た。水分代謝は
殆ど健常動物のそれに近い値を示レて経過した。
??
J伽ndAeRtin4　rateでint．Secvtt・）
　　第25図eeac　　　　　　　、
　4．創傷治癒経過：本実験における治癒係数を算出蕾，
図示すると第25図eexの如くである。即ち縦珈に治癒係数，横
軸に経過H数をとると副腎摘出実験動物の経過はAIIoxan
糖尿病動物の経過と比べて蓬かに頁好であり，対照動物の
ぞ屯に接近した。Thiouracil注射実験の経過は対照両者の
ほぼril間に位し，脳下垂体前葉ホルモン注射実瞼では後期
の経過不貞のため最も遷延するのが見られた。治癒までの
経過H数も上位2群のそれが12乃至ゴ5Hであるのに対し，
下位3群は15乃至18日を要し明かに趣延するのが認めら
れた。
考　　按
　以上の実験結果より，糖尿病動物においては副
腎摘出によって著明に創傷治癒を促進させうる事
を明かたしえたが，Thiouracil注射がこれに次で
軽度ながら好成績を挙げうる事も明かとなった。
以下各実験毎に些か槍討を加えて見たい。’
　1・脳下垂休前議ホルモン注射実験：このホ．7v
モンをAllOXan糖尿病動物に連続注射すると前述
の如く血糖値は上昇し，脂肋肝を起して糖尿病を
増悪せしめると言われている。本実験においては
尿中糖の排泄に対しては，有意の影響は観られな
かったが，創傷治癒経過におV、てかなりの遷延が
認められたのはこの間の事情を物語るものであろ
う。
　2・Thiouracil注射実験＝Thiouracilに関して
はこれがThyroxinの分泌を抑制し，甲歌腺機能’
を低下せしめて糖尿病に対して治療的効果を示す
事が明かにされている。またこれが予め投與され
ている場合にはAlloxanのDiabetogenic　Action
に対しても抑制的に働くと言われてV・る。本実験
におv・ては一部動物におv・てその纏尿病に対する
治療効果が見られ，軽度ながら創傷治癒の促進も
観察せられた。
　3・副腎摘出実験：Alloxan糖尿病動物の副腎
を摘出すると高thLwa，糖尿，ケトン尿を短期聞に
消失せしめ，尿中窒素の排泄を減少する事が明か
にされている。本実験におV・ても尿中糖の排泄は
著明に減少を示し，休重も順調な増加を示して創
傷的治癒経過を著しく促進してV・る事は前述の如
苗第1篇‘‘実瞼”の項参照。
eeee図中alloxandiabetesとあるのは標準食投與の糖尿病
動物の成績を示す。
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くである。剃腎摘出の如．き手術侵襲によってでは
なくて，　この働きを抑えるもの例えばQestrogen
様のもので，その使川初期に見られる如き糖尿病
増悪作用のなV・ものが見出されれば糖尿病におけ
る創傷治癒促進上眞た理想Iligと考えられる。
結 語
青水一糖尿病の創傷治癒に関する実瞼的研究　皿
　1．3鮮に分けた15匪の成熟白鼠を使njし，糖
尿病に際しての窒素2ド衡，尿中糖排泄欺沙己の変動，
休重の変化，蛋白質揖取量，水分代謝歌況，創傷
治癒経過について，内分泌学的SLI地より比較観察「
した。
オこし幌医誌　1952
　2，脳下垂体前葉ホノ？モンの蓮続注射が，糖尿
病に対して増悪的に働くものである事は確認出來
なかったが，創傷治癒経過に対しては遷延的に働
く事を認めた。
　3．Thiouracil注射は糖1カミ病に対し或租度治療
的に作用し，創傷治癒に対しても．促進的に働くも
のである。
　4．副腎摘出はAlloxan糠尿病治療上絶大な効
果があると共に創傷に対しても治癒促進上非常に
有効であった。
Summary
　　An　attempt　has　been　made　to　observe　the　rate　of　wound－healing　in　experlmental　alloxic　n
diabetes．　In　addition，　nitrogen　balance，　change　of　body　weight，　sugar　excretion　and　water　exchange
were　simultaniouslv　observed．
　　3groups　of　male　albinorats　were　used．　Each　group　of　wounded　animic　ls　was　treated　．respec一一
tively　with　anterlor　pituitary　hormone，　thiouracil，　’and　submitted　to　adrenalectomy・
　　The　resuits　were　as　follows　：
　　　1）　Pituitary　hormone　retarded　wound－healing　in　experimental　diabetes．
　　　2）　’1”hiouracil　accelerated　wQund－healing　in　experimental　di’abetes・
　　　3．））　The　rate　of　wound－hea／irig　in　adrenalectbmized　animals　were　conspi’cuously　more　than
thac　t　in　the　control　and　its　curative　effect　was　notable．
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